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9５ 

柏
木
如
亭
（
一
七
六
三
’
一
八
一
九
）
が
編
ん
だ
「
海
内
才
子
詩
」
に
朝
倉
刑
山
（
一
七
五
五
’
一
八
一
八
）
の
「
廻
文
」
と
題
す

る
漢
詩
が
一
首
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
１
）
 

「
海
内
才
子
詩
」
は
、
如
亭
が
土
御
門
公
安
倍
菊
波
の
依
嘱
を
受
け
て
編
ん
だ
全
国
的
規
模
の
詞
華
集
で
あ
り
、
如
亭
の
亡
く
な
っ
た

翌
年
の
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
如
亨
の
後
を
受
け
て
刊
行
し
た
鈴
木
竹
披
の
「
例
言
」
に
よ
れ
ば
、
刊
行
の

八
、
九
年
前
ま
で
に
は
編
集
も
だ
い
た
い
終
わ
り
、
版
木
も
彫
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
如
亭
が
四
方
を
遊
歴
し
、
た
ま
た
ま
京
都
に

（
２
）
 

来
て
も
、
そ
の
滞
在
が
短
か
っ
た
た
め
に
校
定
が
な
さ
れ
ず
、
如
亭
の
生
前
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
海
内
才
子
詩
」

の
構
成
は
、
「
平
安
之
部
」
「
江
戸
之
部
」
「
大
坂
之
部
」
「
各
国
之
部
」
「
羽
流
織
流
之
部
」
「
閏
秀
之
部
」
の
六
部
に
分
か
れ
る
。
荊
山

の
詩
は
「
平
安
之
部
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

朝
倉
荊
山
は
、
名
を
漢
、
字
を
琢
卿
と
言
い
、
荊
山
と
号
し
た
。
俗
称
は
玄
蕃
。
墓
は
京
都
来
半
町
の
迎
称
寺
に
あ
る
と
い
う
。
著

書
と
し
て
「
孟
子
文
階
」
一
冊
が
あ
り
、
文
化
十
四
年
二
八
一
七
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
「
海
内
才
子
詩
一
巻
一
に
、
京
都
の
岡
崎

榊
亭
（
一
七
八
四
’
一
八
五
○
）
の
「
和
朝
倉
刑
山
賀
月
三
井
寺
」
と
題
す
る
詩
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
榊
亭
と
交
流
の
あ
っ
た
こ
と

一
、
は
じ
め
に

「
回
文
詩
」
者

－
－
ｊ
朝
倉
荊
山
の
一
作
品
よ
り
Ｉ

日
原

傳
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9６ 

（
３
）
 

日
本
語
の
「
回
文
」
と
は
、
普
通
「
上
か
ら
読
ん
で
も
下
か
ら
読
ん
で
ｊ
Ｕ
同
文
、
同
文
句
に
な
る
よ
う
に
書
い
た
も
の
」
を
言
う
。

（
４
）
 

た
と
え
ば
、
「
友
の
来
つ
子
規
猫
を
き
し
月
の
下
」
と
い
う
宗
房
の
句
な
ど
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
上
か
ら
読
ん
で
丸
□
下
か

ら
読
ん
で
も
「
ト
モ
ノ
キ
ッ
／
シ
キ
ナ
ホ
ナ
キ
シ
／
ツ
キ
ノ
モ
ト
」
と
な
る
訳
で
あ
る
。

し
か
し
、
漢
詩
に
お
け
る
「
回
文
詩
」
は
普
通
そ
こ
ま
で
の
対
称
性
を
求
め
な
い
。
「
冒
頭
か
ら
読
ん
で
も
、
末
尾
か
ら
読
ん
で
も
意

味
を
な
し
、
押
韻
等
の
格
律
が
守
ら
れ
て
い
る
詩
」
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
朝
倉
荊
山
の
「
廻
文
」
詩
も
そ
の
形
を
と
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
荊
山
の
作
品
を
見
て
み
よ
う
。

が
知
ら
れ
る
。

傾鳴秀晴急征諮平
崖瀬穎暉砧雁望江廻
柳石垂落寒断吟緑文
影梁田浦吹雲行廻へ
倒邨禾漁晩秋散水表
流屋稼蓑麗漠客回一
浮嬢収騒鼬漠愁洲

一
「
朝
倉
荊
山
の
「
廻
文
」
詩

○○●○●○●○ 
○●●○○●●○ 
●○○●○●○● 
●○○●●○○● 
●○○○●○●● 
○●●○○●●○ 
。●。●。●。◎
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9７ 

「
海
内
才
子
詩
」
に
は
こ
の
形
で
戦
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
漠
漠
」
は
さ
び
し
い
さ
ま
。
「
寒
吹
」
は
寒
風
。
「
腿
鼬
」
は
風
の
青
の
形
容
。

韻
字
は
、
洲
・
愁
・
腿
・
収
・
浮
（
下
平
声
十
一
尤
）
。
こ
の
七
律
の
語
順
を
逆
転
さ
せ
る
と
も
う
一
つ
の
詩
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
。

右
の
詩
を
「
廻
文
」
詩
の
「
表
」
の
詩
と
す
れ
ば
、
次
に
掲
げ
る
「
裏
」
の
詩
は
「
表
」
の
詩
の
第
八
句
末
尾
の
「
淫
」
の
字
か
ら
始

ま
っ
て
、
第
一
句
冒
頭
の
「
平
」
で
終
わ
る
七
律
に
な
る
。

漠麗嘘収倭浮
漠麗蓑稼屋流廻
秋晩漁禾邨倒文
雲吹浦田梁影へ
断寒落垂石柳裏
鴫砧暉穎瀬崖一
征急晴秀鳴傾

急
砧
寒
吹
晩
鼬
麗

晴
暉
浦
に
落
ち
て
漁
蓑
嘘
し

秀
穎
田
に
垂
れ
て
禾
稼
収
む

鳴
瀬
の
石
梁
邨
屋
嬢
し

傾
崖
の
柳
影
流
れ
に
倒
れ
て
浮
か
ぶ

平
江
緑
廻
か
に
し
て
水
洲
を
回
る

舗
望
吟
行
客
愁
を
散
ず

征
雁
断
雲
秋
漠
漠

●○●○●○ 
●○○●●○ 
○●○○○● 
○●●○○● 
●○●○○● 
●○○●●○ 
。●。●。◎
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9８ 

先
に
漢
詩
に
お
け
る
「
回
文
詩
」
は
「
冒
頭
か
ら
読
ん
で
も
、
末
尾
か
ら
読
ん
で
も
意
味
を
な
し
、
押
韻
等
の
格
律
が
守
ら
れ
て
い

る
詩
」
と
定
義
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
狭
義
の
「
回
文
詩
」
と
い
う
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
形
式
を
も
含
む
広
義
の
「
回

韻
字
は
、
傾
・
鴫
・
晴
・
征
・
平
（
下
平
声
八
灰
）
。

二
首
と
も
晩
秋
の
農
村
の
情
景
が
読
ま
れ
て
い
る
。
同
一
の
五
十
六
字
で
構
成
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
か
ら
読
ま
れ
た
世
界
が
似
て

く
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
領
聯
、
頚
聯
の
対
句
は
き
っ
ち
り
作
ら
れ
て
い
る
。
詩
の
下
に
二
首
の
平
灰
を
図
示
し
て
お

い
た
が
、
二
四
不
同
、
二
六
対
、
粘
法
と
い
っ
た
近
体
誌
の
格
律
も
守
ら
れ
て
い
る
。

浮
流
の
倒
影
柳
崖
傾
き

嬢
屋
邨
梁
石
瀬
鳴
る

収
稼
の
禾
田
垂
穎
秀
づ

噛
蓑
の
漁
浦
落
暉
晴
れ
や
か
な
り

麗
麗
た
る
晩
吹
寒
砧
急
に

漠
漠
た
る
秋
雲
断
鳩
征
く

愁
客
散
行
し
て
望
諮
に
吟
ず

洲
は
回
り
水
迦
か
に
し
て
緑
江
平
ら
か
な
り

愁
客
散
行
吟
望
諮

洲
回
水
遡
緑
江
平

三
、
広
義
の
回
文
詩 ○
●
●
○
○
●
●
 

○
○
●
●
●
○
◎
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9９ 
文
詩
」
と
い
う
概
念
が
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

「
回
文
詩
」
に
関
す
る
著
作
と
し
て
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
朱
の
桑
世
昌
が
編
ん
だ
「
回
文
類
聚
」
四
巻
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

書
は
そ
の
名
の
通
り
歴
代
の
回
文
詩
を
集
め
た
総
集
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
広
義
の
意
味
で
の
「
回
文
詩
」
で
あ

る
。
桑
世
昌
は
准
海
の
人
。
陸
勝
の
甥
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

「
回
文
類
聚
」
は
見
や
す
い
も
の
と
し
て
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
」
所
収
本
が
あ
る
（
以
下
、
文
淵
閣
本
と
称
す
る
）
。
原
篇
に
清
の
朱

存
孝
が
補
っ
た
「
補
遺
」
銃
付
い
て
い
る
が
、
補
遺
の
部
分
は
、
清
の
高
宗
（
乾
隆
帝
）
の
勅
令
に
よ
っ
て
淫
逸
の
篇
が
削
ら
れ
て
お

り
、
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。
一
方
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
の
覚
巌
文
庫
に
一
本
が
収
め
ら
れ
て
お
り
（
以
下
、
覚
臓
文
庫
本
と
称

（
６
）
 

す
る
）
、
原
篇
四
巻
に
清
の
朱
象
賢
の
補
っ
た
別
篇
の
「
織
錦
図
」
お
よ
び
「
続
篇
」
十
巻
が
加
わ
っ
た
大
部
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

覚
廠
文
庫
本
「
続
篇
」
末
尾
に
救
せ
る
胡
壌
の
文
章
に
依
れ
ば
朱
存
孝
と
朱
象
賢
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
、
文
淵
閣
本
に

城
せ
る
朱
存
孝
の
「
序
」
と
覚
廠
文
庫
本
に
減
せ
る
朱
象
賢
の
「
序
」
と
は
全
く
別
の
も
の
で
あ
る
。

「
回
文
類
聚
」
原
篇
四
巻
部
分
に
つ
い
て
言
え
ば
、
文
淵
閣
本
と
覚
廠
文
庫
本
で
は
、
巻
首
の
序
峨
部
分
を
除
く
と
さ
ほ
ど
大
き
な
迎

い
は
見
ら
れ
な
い
。
小
さ
な
違
い
で
は
、
覚
臓
文
庫
本
で
作
者
を
失
名
と
し
て
い
る
巻
こ
の
二
つ
の
「
擬
織
錦
図
」
の
作
者
を
文
淵
閣

本
で
は
斐
途
と
孫
明
復
に
割
り
当
て
て
い
る
点
、
逆
に
巻
三
所
収
の
蘇
試
「
晩
眺
」
に
つ
い
て
覚
臓
文
庫
本
に
は
長
い
後
注
が
付
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
文
淵
閣
本
で
は
「
此
首
神
智
体
」
と
い
う
簡
単
な
前
書
き
が
付
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
点
な
ど
、
情
報
量
と
し
て
は
相

互
に
出
入
り
の
あ
る
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
文
淵
閣
本
で
は
補
遺
に
所
収
さ
れ
て
い
る
達
磨
「
回
文
」
お
よ
び
唐
太
宗
「
回
文
」
が
、

覚
魔
文
庫
本
で
は
原
篇
巻
こ
の
末
尾
に
附
録
さ
れ
て
い
る
点
が
配
列
と
し
て
は
一
番
大
き
な
違
い
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
覚
廠

（
７
）
 

文
庫
本
の
原
篇
巻
首
に
載
せ
る
朱
象
賢
の
序
で
彼
自
身
が
原
埜
編
に
組
み
入
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

以
下
、
覚
廠
文
庫
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
原
篇
四
巻
に
つ
い
て
そ
の
構
成
を
見
て
み
よ
う
。

巻
一
は
蘇
惹
の
「
落
磯
図
」
を
中
心
に
据
え
た
巻
で
あ
る
。
図
の
前
に
叙
が
置
か
れ
、
図
の
後
に
は
図
の
読
法
、
再
叙
、
又
叙
、
賊
、

孜
異
が
付
く
。
そ
の
間
に
黄
庭
堅
、
秦
観
、
蘇
執
が
「
堵
磯
図
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
詠
ん
だ
詩
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
「
解
職
図
」
は
漢

字
を
縦
横
一
一
十
九
字
ず
つ
計
八
百
四
十
一
字
並
べ
た
図
で
あ
る
。
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１００ 

こ
こ
で
言
う
「
廻
文
旋
図
詩
」
は
「
琳
磯
図
」
（
覚
噛
文
庫
本
『
回
文
類
聚
」
巻
一
）
の
こ
と
。
「
轆
磯
図
」
（
文
淵
閣
本
「
回
文
類
聚
」

巻
二
、
「
織
錦
図
」
（
「
回
文
類
聚
」
巻
一
、
蘇
賦
「
題
織
錦
図
」
）
な
ど
そ
の
名
称
は
多
数
あ
る
が
、
皆
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
。

巻
二
は
「
瑠
磯
図
」
以
外
の
諸
家
の
図
と
そ
の
読
法
お
よ
び
関
連
の
序
政
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「
盤
中
図
」
、
「
盤
鑑
図
」
、
「
玉
連
環
」

（
七
図
）
、
「
通
貫
回
文
」
、
「
脱
卸
連
環
」
（
二
図
）
、
「
錦
纏
枝
」
、
「
蔵
頭
折
字
詩
」
、
「
擬
織
錦
図
」
（
二
図
）
が
並
び
、
末
尾
に
前
述
し
た

達
磨
と
唐
の
太
帝
の
「
回
文
」
が
付
い
て
い
る
。

巻
頭
の
「
盤
中
図
」
の
詩
は
「
玉
台
新
詠
」
巻
九
に
収
め
る
三
言
七
言
古
詩
の
「
盤
中
詩
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で

も
そ
の
詩
は
「
図
」
と
し
て
呈
示
さ
れ
、
詩
の
末
句
に
「
当
従
中
央
周
四
角
（
当
に
中
央
従
り
四
角
に
周
る
べ
し
ご
と
あ
る
よ
う
に
円

盤
の
中
央
に
置
か
れ
た
「
山
」
の
字
か
ら
始
め
て
周
囲
を
六
重
に
取
り
囲
む
計
百
六
十
七
字
を
一
周
回
る
ご
と
に
読
む
方
向
を
反
転
さ

（
９
）
 

せ
て
内
周
か
ら
外
周
へ
読
み
進
め
て
ゆ
く
形
を
と
っ
て
い
る
。

巻
三
は
古
体
詩
十
二
首
（
作
者
九
名
）
、
近
体
詩
一
一
一
十
八
首
（
作
者
十
七
名
）
を
収
め
る
。
こ
れ
ら
の
詩
が
狭
義
の
回
文
詩
に
当
た
る
。

巻
四
は
詩
余
（
詞
）
の
作
品
を
収
め
る
。
詞
牌
ご
と
に
分
類
さ
れ
、
「
菩
薩
蛮
」
四
十
九
首
、
「
西
江
月
」
三
首
、
「
端
鴎
嶋
」
一
首
、

（
、
）

「
院
郎
帰
」
一
首
、
「
虞
美
人
」
一
首
の
計
五
十
五
首
（
作
者
十
四
名
）
で
あ
る
。

以
上
の
構
成
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
桑
世
昌
の
『
回
文
類
聚
」
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
方
向
性
を
も
つ
作
品
を
そ
の
編
著
の
中
に

包
み
こ
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
巻
一
・
二
に
収
め
ら
れ
た
「
図
」
を
中
心
に
し
た
「
回
文
」
と
巻
三
・
四
に
多
く
見
ら
れ
る

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
文
字
表
記
に
従
っ
た
詩
や
詞
の
「
回
文
」
の
二
系
統
で
あ
る
。
「
回
文
類
聚
」
所
収
の
「
盤
中
図
」
が
「
玉
台
新
詠
」

参
考
ま
で
に
「
晋
書
」
列
女
伝
の
関
連
記
事
を
引
く
。

寳
沿
の
妻
の
蘇
氏
は
、
始
平
の
人
な
り
。
名
は
葱
、
字
は
若
蘭
。
善
く
文
を
腐
る
。
渦
、
符
堅
の
時
、
秦
州
刺
史
と
為
り
、
流
沙

に
徒
さ
る
。
蘇
氏
之
を
思
ひ
、
錦
を
織
り
て
廻
文
旋
図
詩
を
為
り
、
以
て
治
に
贈
る
。
宛
転
循
環
以
て
之
を
読
む
。
詞
甚
だ
懐
椀
、

（
８
）
 

凡
そ
八
百
四
十
字
、
文
多
く
録
き
ず
。
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回
文
詩
の
起
源
に
つ
い
て
は
「
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
の
「
回
文
類
聚
」
の
項
目
に
言
及
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
劉
宋
の
賀
道
慶
、

蘇
慈
の
「
溶
磯
図
」
、
曹
植
の
「
鏡
銘
八
字
」
、
蘇
伯
玉
の
妻
の
「
盤
中
詩
」
に
起
源
を
求
め
る
四
つ
の
説
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

所
収
の
「
盤
中
詩
」
と
呼
応
し
て
い
る
よ
う
に
そ
の
間
に
は
交
換
可
能
な
要
素
も
あ
る
訳
だ
が
、
視
覚
的
な
印
象
は
圧
倒
的
に
違
う
。

回
文
詩
は
本
来
遊
戯
的
性
格
を
強
く
持
つ
形
式
の
詩
な
の
だ
が
、
「
図
」
を
中
心
に
据
え
た
回
文
詩
は
そ
の
遊
戯
性
が
よ
り
濃
厚
に
備

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

回
文
類
聚
四
巻
、
補
遺
一
巻
（
編
修
汪
如
藻
家
蔵
本
）

末
の
桑
世
昌
編
。
世
昌
に
「
蘭
亭
考
」
有
り
。
己
に
著
録
す
。
考
ふ
る
に
劉
鯉
の
「
文
心
雌
敵
」
に
曰
く
、
「
回
文
の
興
る
所
、
則

ち
道
原
を
始
め
と
為
す
」
。
梅
庚
註
に
洲
ふ
、
「
原
は
当
に
塵
と
作
る
べ
し
。
末
の
賀
道
慶
な
り
」
。
蓋
し
其
の
時
錠
磯
図
詩
未
だ
出
で

ず
、
故
に
艇
然
云
ふ
。
世
昌
、
蘇
葱
の
時
代
の
前
に
在
る
を
以
て
の
故
に
用
て
姑
を
為
託
す
。
且
つ
像
を
前
巻
首
に
絵
き
、
以
て
郷

造
之
功
を
明
ら
か
に
す
。
其
の
説
良
に
是
な
り
。
然
る
に
「
藝
文
類
聚
」
は
曹
植
の
鏡
銘
八
字
を
戦
す
。
回
還
し
て
之
を
読
む
に
、

文
を
成
さ
ざ
る
な
し
。
実
に
蘇
慈
以
前
に
在
り
。
乃
ち
以
て
始
め
と
為
す
を
標
せ
ず
、
是
れ
亦
た
梢
疎
。
又
蘇
伯
玉
の
妻
の
盤
中
詩
、

糟
浪
詩
話
に
擦
る
。
玉
台
新
味
目
り
以
外
、
別
に
出
典
な
し
。
旧
本
具
に
在
れ
ど
も
、
図
有
る
を
聞
か
ず
。
此
の
書
一
円
図
を
絵
く

に
、
本
づ
く
所
を
知
る
な
し
。
考
ふ
る
に
原
詩
の
末
句
「
当
に
中
央
従
り
四
角
に
周
る
べ
し
」
と
称
す
れ
ば
。
則
ち
実
は
方
盤
に
し

て
円
盤
に
非
ず
。
図
く
所
殆
ど
亦
た
妄
な
り
。
唯
だ
是
れ
嗽
歌
漸
く
盛
に
し
て
、
工
巧
日
に
増
し
、
詩
家
既
に
此
の
一
途
を
開
く
。

党
に
は
廃
す
る
べ
か
ら
ず
。
録
し
て
之
を
存
す
れ
ば
、
亦
た
以
て
博
洽
に
資
す
る
に
足
る
。
是
の
書
の
末
に
世
昌
の
自
敏
有
り
て
、

至
道
の
御
製
を
巻
首
に
登
載
す
と
称
す
。
此
の
本
之
れ
無
し
。
殆
ん
ど
伝
写
の
侠
脱
か
。
其
の
補
遺
一
巻
は
、
則
ち
国
朝
康
煕
中
蘇

州
朱
存
孝
の
採
る
所
、
兼
ね
て
明
人
に
及
ぶ
。
然
る
に
明
典
故
中
に
載
す
る
所
の
御
製
回
文
詩
三
十
図
、
耳
目
の
前
に
在
る
者
、
即

四
、
回
文
詩
の
起
源
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「
文
心
離
龍
」
明
詩
篇
は
太
古
か
ら
劉
鰯
に
と
っ
て
の
近
代
ま
で
の
詩
の
発
展
の
歴
史
を
述
べ
た
篇
で
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
離
合
詩
、

回
文
詩
、
聯
句
詩
と
い
っ
た
遊
戯
的
色
彩
の
強
い
詩
の
起
源
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
言
詩
・
六
一
一
一
一
口
詩
・
雑
言
詩
の
場
合
は
「
詩

曹
植
（
一
九
二
’
二
三
二
）
「
鏡
銘
八
字
」
に
つ
い
て
は
、
「
回
文
類
聚
」
に
は
原
篇
、
続
篇
と
も
こ
の
作
品
を
載
せ
な
い
。
「
曹
子
建

集
」
（
四
部
叢
刊
本
）
に
も
見
え
な
い
。
「
四
庫
全
書
総
月
提
要
」
の
「
曹
子
建
築
」
の
項
目
に
は
「
鏡
銘
八
字
、
反
覆
転
倒
す
れ
ば
、

皆
を
叶
韻
し
文
を
成
す
、
実
に
回
文
の
祖
為
り
、
「
藝
文
類
聚
」
に
見
ゆ
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
本
の
「
藝
文
類
聚
」
に
は
作
品
は

見
え
な
い
。
「
藝
文
類
聚
」
巻
七
十
三
、
雑
器
物
部
「
盤
」
の
項
目
の
「
銘
」
の
箇
所
に
は
曹
植
の
「
承
露
盤
銘
」
を
収
め
て
お
り
、
そ

の
直
後
に
晋
の
股
仲
堪
（
？
’
三
九
九
）
の
「
酒
盤
銘
」
二
首
を
図
の
形
で
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
股
仲
堪
の
「
酒
盤
銘
」
は
「
回
文
類

聚
」
巻
二
に
図
の
形
で
入
っ
て
い
る
。
「
礼
節
有
宜
体
悦
酒
為
」
「
狂
楽
惑
肢
鵤
悪
徳
酔
」
の
そ
れ
ぞ
れ
八
字
ず
つ
が
円
環
を
な
す
形
で

布
置
さ
れ
て
い
る
図
で
あ
る
。
八
字
の
う
ち
ど
の
一
宇
か
ら
始
め
て
も
「
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
の
言
う
「
反
覆
転
倒
す
れ
ば
、
皆
な

叶
韻
し
文
を
成
す
」
と
い
う
条
件
に
叶
う
銘
で
あ
る
。
「
鏡
銘
八
字
」
の
存
在
は
不
明
だ
が
、
仮
に
存
在
す
る
と
す
れ
ば
こ
の
「
酒
盤
銘
」

に
似
た
形
式
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

賀
道
慶
（
生
卒
不
明
）
に
起
源
を
求
め
る
説
は
梁
の
劉
蝋
（
四
六
六
？
’
五
三
二
？
）
の
「
文
心
雛
龍
」
に
由
来
す
る
。
し
か
し
、

劉
鯛
自
身
が
賀
道
慶
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
「
文
心
雌
龍
」
明
詩
篇
に
は
雑
体
詩
に
言
及
し
た
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

あ
る
。三
六
雑
言
に
到
り
て
は
、
則
ち
篇
什
よ
り
出
づ
。
離
合
の
発
は
、
則
ち
図
誠
に
萌
す
。
回
文
の
興
る
所
は
、
則
ち
道
原
を
始
め
と

為
す
。
聯
句
の
韻
を
共
に
す
る
は
、
則
ち
柏
梁
の
余
製
な
り
。

ち
巳
に
収
め
ざ
れ
ば
、
則
ち
漏
る
る
所
亦
た
多
し
。
姑
く
附
存
し
て
以
て
参
考
に
傭
ふ
、
云
爾
。

「
回
文
類
聚
」
巻
一
所
収
の
蘇
慈
の
「
瑠
磯
図
」
、
巻
二
所
収
の
「
盤
中
図
」
は
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
図
を
中
心
と
し
た
回
文
誌
で

Hosei University Repository



103 

傅
威
（
二
三
九
’
一
一
九
四
）
と
温
崎
（
一
一
八
八
’
三
二
九
）
の
作
品
を
起
源
と
す
る
説
で
あ
る
。
時
代
と
し
て
は
賀
道
慶
に
先
ん
ず

る
こ
と
に
な
る
訳
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
て
い
る
回
文
の
長
さ
は
い
ず
れ
も
四
言
二
句
に
留
ま
っ
て
い
る
。

「
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
が
述
べ
る
回
文
詩
に
関
す
る
四
つ
の
起
源
説
に
つ
い
て
言
え
ば
、
時
代
的
な
前
後
と
そ
の
作
品
の
信
懸
性
が

問
題
に
さ
れ
て
い
る
訳
だ
が
、
各
説
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
詩
の
形
式
を
考
え
て
み
る
と
広
義
の
「
回
文
詩
」
の
代
表
的
な
形
式
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
形
に
も
な
っ
て
い
る
。

「
藩
磯
図
」
の
類
は
図
と
し
て
呈
示
さ
れ
た
限
ら
れ
た
数
の
漢
字
の
配
列
の
中
に
た
く
さ
ん
の
詩
を
潜
ま
せ
る
試
み
で
あ
る
。

「
盤
中
詩
」
の
類
は
図
の
中
に
一
筆
書
の
形
で
詩
を
埋
め
込
む
。
曲
線
、
反
転
な
ど
が
特
徴
的
で
あ
る
。

「
鏡
銘
八
字
」
の
類
は
「
玉
連
環
」
の
詩
と
考
え
ら
れ
る
。
八
字
な
り
二
十
字
な
り
と
い
っ
た
限
ら
れ
た
漢
字
を
円
環
状
に
布
置
し
、

経
」
。
離
合
詩
は
「
識
緯
の
書
」
。
回
文
詩
は
「
道
原
」
。
聯
句
詩
は
「
柏
梁
体
」
に
劉
蝋
は
起
源
を
求
め
た
。
劉
鯛
が
回
文
詩
の
起
源
と

考
え
た
「
道
原
」
に
つ
い
て
、
明
の
梅
慶
生
（
子
庚
）
が
そ
の
『
音
注
本
」
の
中
で
「
宋
の
賀
道
慶
作
の
四
言
回
文
詩
一
首
、
計
十
二

句
、
四
十
八
一
一
一
一
口
、
尾
従
り
首
に
至
り
、
読
め
ば
亦
た
韻
を
成
す
。
而
し
て
道
原
考
ふ
る
可
き
無
し
。
恐
ら
く
は
原
は
慶
字
の
誤
な
り
」

と
注
を
つ
け
て
お
り
、
こ
れ
が
賀
道
慶
説
の
源
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
狭
義
の
回
文
詩
を
収
め
る
「
回
文
類
聚
」
巻
三
の
巻
頭

〈
ｕ
）

に
賀
道
慶
の
「
四
一
一
一
一
口
」
回
文
詩
、
「
春
遊
」
回
文
詩
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
宋
の
桑
世
口
国
は
既
に
賀
道
慶
の
作
品
を
狭
義

の
回
文
詩
の
起
源
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
当
時
目
に
す
る
こ
と
の
出
来
た
最
も
古
い
作
品
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
狭
義
の
回
文
誌
に
関
し
て
は
、
唐
の
皮
日
休
（
八
三
一
一
一
？
’
八
八
三
）
の
「
雑
体
詩
序
」
に
次
の
よ
う
な
起
源
説
も
見

え
る
。晋
の
傅
威
に
「
回
文
反
覆
詩
」
二
首
有
り
て
云
ふ
「
其
文
を
反
覆
す
る
は
、
以
て
憂
心
の
展
転
た
る
を
示
す
な
り
。
「
悠
悠
遠
邇
、

我
れ
独
り
蕊
蕊
」
」
是
な
り
。
是
に
由
り
て
反
覆
輿
れ
り
。
晋
の
掘
蛎
に
「
回
文
虚
言
詩
」
有
り
て
云
ふ
「
寧
神
静
泊
、
有
を
扱
し
亡

（
肥
）

を
埠
不
ぶ
」
。
是
に
由
り
て
回
文
輿
れ
り
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賀
道
慶
に
起
源
が
求
め
ら
れ
た
形
式
が
狭
義
の
回
文
詩
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
回
文
詩
」
の
歴
史
の
中
で
は
一
番
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス

な
形
と
し
て
作
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
朝
倉
荊
山
の
「
廻
文
」
詩
も
こ
の
形
式
を
襲
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
の
賀
道
慶
「
四
言
」
の
詩
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

ど
の
一
宇
・

め
ら
れ
る
。

「
陽
春
艶
曲
」
は
高
尚
な
歌
曲
と
さ
れ
る
「
陽
春
白
雪
」
の
こ
と
か
。
「
誇
文
」
は
美
麗
な
文
章
。
「
畷
」
は
胸
。
「
追
追
」
は
長
く
久

四
言
（
表
）
賀
道
慶

陽
春
艶
曲
陽
春
の
艶
曲

麗
錦
誇
文
麗
錦
の
誇
文

傷
情
織
怨
傷
情
怨
を
織
り

長
路
懐
君
長
路
君
を
懐
ふ

惜
別
同
心
惜
別
心
を
同
じ
く
し

漕
填
思
梢
暦
填
ぎ
忠
ひ
梢
た
る

碧
鳳
香
残
碧
鳳
香
は
残
し

金
屏
露
暁
金
屏
露
の
暁

入
夢
追
追
夢
に
入
る
こ
と
逼
迫

抽
詞
軋
軋
詞
を
柚
く
こ
と
軋
軋

泣
寄
回
彼
位
き
て
回
波
を
寄
せ

詩
絨
去
札
詩
絨
札
を
去
る

字
か
ら
始
め
て
も
又
ど
ち
ら
の
方
向
に
読
み
進
め
て
も
意
味
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
小
さ
な
作
品
な
が
ら
完
成
度
の
高
さ
が
求
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「
糠
」
は
手
紙
の
封
を
す
る
こ
と
。
こ
の
詩
も
四
句
ず
つ
で
換
韻
し
て
い
る
。
韻
字
を
「
広
韻
」
に
従
っ
て
示
す
と
、
位
・
入
（
入
声

絹
韻
）
、
碧
・
惜
（
入
声
附
韻
）
、
傷
・
陽
（
平
声
陽
韻
）
と
な
る
。

し
い
こ
と
。
「
軋
軋
」
は
進
み
難
い
ざ
ま
。
「
回
彼
」
は
文
章
の
変
化
に
篇
む
こ
と
。
「
詩
絨
」
は
詩
を
使
っ
て
書
い
た
手
紙
。
「
札
」
は

手
紙
。
「
零
磯
図
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
四
句
ず
つ
で
換
韻
し
て
い
る
。
韻
字
を
「
広
韻
」
に
従
っ
て
示
す
と
、
文
・
君
（
平

声
文
韻
）
、
梢
・
暁
（
上
声
篠
韻
）
、
軋
・
札
（
入
韻
鶏
韻
）
と
な
る
。
同
じ
詩
を
末
尾
か
ら
冒
頭
に
回
っ
て
読
む
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

四
言
（
裏
）

賀
道
慶

札
去
絨
詩
札
去
り
て
詩
を
鍼
じ

波
回
寄
泣
波
回
り
て
泣
を
寄
す

札
軋
詞
抽
軋
軋
詞
を
抽
き

追
追
夢
入
追
追
夢
に
入
る

暁
露
屏
金
晩
露
屏
は
金

残
香
鳳
碧
残
香
凪
は
碧

梢
思
填
脚
梢
思
脚
を
坂
め

心
同
別
惜
心
は
別
れ
の
惜
し
み
を
同
じ
く
す

君
懐
路
長
君
は
路
の
長
き
を
懐
ひ

怨
織
情
傷
織
る
を
怨
み
て
情
傷
む

文
誇
錦
麗
文
は
錦
麗
に
誇
り

曲
艶
春
陽
曲
は
春
陽
に
艶
た
り
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荊
山
が
「
回
文
類
聚
」
を
読
ん
で
い
た
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
読
む
機
会
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
「
回
文
類
聚
」
に
収

め
る
蘇
拭
の
回
文
詩
は
蘇
試
の
別
集
等
で
読
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
。
た
と
え
ば
、
蘇
試
の
「
記
夢
」
回
文
二
首
（
「
回
文
類
聚
」
巻

三
所
収
）
お
よ
び
「
題
織
錦
図
」
回
文
三
首
（
「
回
文
類
聚
」
巻
一
所
収
）
は
、
正
保
四
年
（
’
六
四
七
）
の
刊
記
を
も
つ
和
刻
本
「
束

玻
先
生
詩
集
」
巻
八
お
よ
び
巻
二
十
九
、
明
暦
二
年
（
’
六
五
五
）
の
刊
記
を
も
つ
和
刻
本
「
増
刊
校
正
岡
状
元
集
註
分
類
東
坂
先
生

詩
」
巻
六
お
よ
び
巻
二
十
四
に
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
両
作
品
は
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
の
村
瀬
拷
亭
の
序
文
を
付

す
村
瀬
石
斎
選
、
田
能
村
孝
憲
訂
の
和
刻
本
「
蘇
東
波
絶
句
」
巻
三
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
宋
金
時
代
は
回
文
詩
が
非
常
に
盛
ん
に

な
っ
た
時
代
で
あ
り
、
蘇
献
は
そ
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
「
記
夢
」
と
い
う
作
品
二
首
を
見
て
み
よ
う
。
詩
序
に
創
作
の
経

緯
が
記
さ
れ
て
い
る
興
味
深
い
例
で
あ
る
。

以
下
、
紙
幅
を
利
用
し
て
朝
倉
荊
山
の
「
廻
文
」
詩
に
先
行
す
る
作
品
を
い
く
つ
か
見
て
み
よ
う
。
荊
山
が
目
に
し
て
い
た
可
能
性

を
も
つ
作
品
で
あ
る
。

十
二
月
二
十
五
日
大
雪
、
始
め
て
晴
る
。
夢
に
人
雪
水
を
以
て
小
団
茶
を
烹
、
美
人
を
し
て
歌
う
て
以
て
余
に
飲
ま
し
む
。
夢
中

に
為
に
回
文
の
詩
を
作
る
。
覚
め
て
其
の
一
句
を
記
す
。
云
く
「
乱
点
の
余
花
碧
杉
に
唾
す
」
と
。
意
は
飛
燕
が
唾
花
の
故
事
を
用

ふ
る
な
り
。
乃
ち
之
を
続
ぎ
て
二
絶
句
を
為
り
て
云
ふ
。

記
夢
其
一
（
表
）

酩
顔
玉
怨
捧
繊
繊
酩
顔
玉
怨
捧
げ
て
繊
繊

乱
点
余
花
唾
碧
杉
乱
点
の
余
花
碧
杉
に
唾
す

五
、
朝
倉
荊
山
「
廻
文
」
詩
に
先
行
す
る
作
品
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「
駝
顔
」
は
酒
で
あ
か
く
な
っ
た
顔
。
「
繊
繊
」
は
女
子
の
美
し
い
手
の
形
容
。
「
唾
碧
杉
」
は
漢
の
成
帝
の
寵
を
奪
っ
た
趙
飛
燕
が
誤
っ

て
班
捷
好
の
衣
に
唾
を
つ
け
た
時
、
捷
好
が
そ
れ
を
石
上
の
花
に
繕
え
た
故
事
（
「
趙
飛
燕
外
伝
」
を
踏
ま
え
る
。
表
の
詩
の
韻
字
は

繊
（
下
平
十
四
塩
）
と
杉
・
巌
（
下
平
十
五
威
）
の
通
押
。
裏
の
詩
の
韻
字
は
歌
・
舵
（
下
平
五
歌
）
。
裏
の
詩
は
起
句
と
承
句
が
対
句

仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
の
で
第
一
句
末
を
踏
み
落
と
し
た
の
で
あ
る
。

記
夢
其
二
（
表
）

空
花
落
尽
酒
傾
紅
空
花
落
ち
尽
し
て
酒
紅
を
傾
く

日
上
山
融
雪
脹
江
日
上
り
山
融
し
て
雪
江
に
瀧
る

紅
焙
浅
甑
新
火
活
紅
焙
の
浅
甑
新
火
活
す

龍
団
小
砺
闘
晴
窓
龍
団
小
砺
晴
窓
に
闇
は
し
む

記
夢
其
一
（
裏
）

巌
空
落
雪
松
驚
夢
巌
空
し
く
落
雪
松
夢
を
驚
か
す

院
静
凝
雲
水
咽
歌
院
静
か
に
凝
雲
水
歌
に
咽
ぶ

杉
碧
唾
花
余
点
乱
杉
碧
唾
花
余
点
乱
る

繊
繊
捧
怨
玉
顔
酩
繊
繊
と
し
て
怨
を
棒
ぐ
玉
顔
舵
た
り

歌
咽
水
雲
凝
静
院

夢
驚
松
雪
落
空
巌

歌
咽
ん
で
水
雲
静
院
に
凝
る

夢
驚
き
て
松
雪
空
巌
に
落
つ
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「
焙
」
は
茶
を
ほ
う
ず
る
こ
と
。
「
龍
団
」
は
上
等
の
茶
。
龍
鳳
茶
と
も
言
い
、
圧
搾
し
て
固
め
た
「
団
茶
」
に
龍
鳳
の
紋
様
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
。
「
畷
」
は
石
臼
で
ひ
い
て
粉
に
す
る
こ
と
。
「
闇
」
は
闘
茶
。
茶
の
優
劣
を
争
う
こ
と
。
表
の
詩
の
韻
字
は
紅
・
江
・
窓

（
上
平
三
江
）
。
裏
の
詩
の
韻
字
は
龍
（
上
平
二
冬
）
と
紅
・
空
（
上
平
一
束
）
の
通
押
。

（
魅
）

狭
義
の
回
文
詩
の
日
本
に
お
け
る
古
い
例
と
し
て
は
『
本
朝
文
粋
」
巻
一
所
収
の
橘
在
列
の
作
ロ
叩
が
知
ら
れ
て
い
る
。

廻
文
詩
（
表
）

寒
露
暁
霧
葉

晩
風
涼
動
枝

残
声
蝉
麿
麿

列
影
雁
離
離

蘭
色
紅
添
珂

菊
花
黄
満
離

団
団
月
鍵
嶺

皎
皎
水
澄
池

虹江活窓
傾張火暗記
酒雪新闘夢
尽融顧礪
落山浅小其
花上焙団二
空日紅龍へ

裏
、－￣

橘
在
列

寒
露
暁
に
葉
を
落
し

晩
風
涼
し
く
枝
を
動
か
す

残
声
蝉
嘩
嘩

列
影
聰
離
離

蘭
色
紅
に
し
て
御
に
添
ひ

菊
花
黄
に
し
て
雛
に
満
つ

団
団
と
し
て
月
嶺
に
鍵
え

皎
皎
と
し
て
水
池
に
澄
む

窓
晴
に
砿
を
闇
は
す
小
団
龍

活
火
新
甑
浅
焙
紅
な
り

江
瀧
り
雪
融
す
山
上
の
日

紅
を
傾
く
れ
ば
酒
尽
き
落
花
空
し
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「
嘩
噂
」
は
蝉
の
声
。
「
離
離
」
は
長
く
連
な
る
さ
ま
。
「
剛
」
は
軒
下
の
石
だ
た
み
。
秋
の
物
色
を
描
写
し
た
全
対
格
の
詩
で
あ
る
。

裏
の
詩
も
き
っ
ち
り
し
た
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
五
言
の
全
対
格
の
詩
で
あ
る
こ
と
が
与
か
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
表
の

詩
の
韻
字
は
枝
・
雛
・
雛
・
池
（
上
平
五
支
）
。
裏
の
詩
の
韻
字
は
団
・
蘭
・
残
・
寒
（
上
平
十
四
寒
）
。

丙
辰
の
召
試
に
、
康
煕
癸
巳
の
編
修
雲
南
の
張
月
桂
先
生
有
り
。
名
は
漢
。
年
七
十
余
、
重
ね
て
詞
館
に
入
る
。
先
生
前
輩
を
以

て
自
か
ら
居
る
。
而
る
に
丙
辰
の
翰
林
同
年
を
以
て
之
を
視
ん
と
欲
す
。
彼
此
抵
梧
す
。
後
五
十
年
、
余
鱒
東
に
源
ぴ
、
封
川
の
邑

宰
彰
公
竹
林
の
署
中
に
飲
む
。
西
席
の
張
旭
出
で
て
見
ゆ
る
に
、
詞
ね
て
先
生
の
嫡
孫
為
る
を
知
り
、
急
か
に
先
生
の
遺
稿
を
問
ふ
。

渠
僅
か
に
「
秋
夜
回
文
」
一
首
を
記
し
て
云
ふ
「
烟
深
臥
閣
草
凝
愁
、
冷
夢
驚
回
幾
樹
秋
。
懸
壁
四
山
雲
上
下
、
隔
簾
一
水
月
沈
浮
。

最
後
に
荊
山
の
時
代
に
近
い
例
を
一
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。

衰
枚
「
随
園
詩
話
一
巻
十
四
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

廻
文
詩
（
裏
）

池
澄
水
皎
皎

嶺
餐
月
団
団

離
満
黄
花
菊

剛
添
紅
色
蘭

離
離
雁
影
列

噂
嘩
蝉
声
残

枝
動
涼
風
晩

葉
霜
暁
露
寒

池
澄
み
て
水
皎
皎

嶺
鍵
え
月
団
団

離
に
満
つ
黄
花
の
菊

剛
に
添
ふ
紅
色
の
蘭

離
離
と
し
て
雁
影
列
な
り

畦
噂
と
し
て
蝉
声
残
る

枝
動
き
て
涼
風
晩
れ

葉
霜
ひ
て
暁
露
寒
し
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衰
牧
は
康
煕
五
十
五
年
（
一
七
一
六
）
に
生
ま
れ
、
嘉
慶
二
年
（
一
七
九
七
）
に
没
し
た
。
そ
の
晩
年
に
出
版
さ
れ
た
『
随
園
詩
話
」

は
当
代
の
詩
人
た
ち
の
作
品
を
論
評
し
た
も
の
で
、
彼
の
性
霊
説
は
そ
の
中
で
多
く
が
展
開
さ
れ
た
。
「
随
園
詩
話
」
の
正
確
な
刊
行
年

は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
簡
有
儀
は
正
編
十
六
巻
は
遅
く
と
も
乾
隆
五
十
六
年
二
七
九
一
）
に
は
刊
行
さ
れ
、
補
編
十
巻
は
嘉
慶
一
一
年

（
Ｍ
）
 

（
’
九
九
七
）
に
は
刊
行
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
日
本
に
は
そ
の
乾
隆
五
十
六
年
す
な
わ
ち
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
す
で
に
長

（
旧
〉

崎
に
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
寛
政
六
年
・
十
一
一
年
に
も
船
載
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
。
ま
た
柏
木
如
亭
が
較
閲
し
た
神
谷
東
渓
編

の
和
刻
本
「
随
園
詩
話
」
十
巻
補
遺
二
巻
も
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
本
来
の
「
随
園
詩
話
」
を

（
応
）

抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
右
に
引
い
た
張
漢
の
回
文
詩
も
詩
の
み
「
秋
夜
回
文
」
の
形
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
江
湖
詩
社
の
詩
人
た

（
Ⅳ
）
 

ち
が
「
随
園
詩
話
」
を
長
崎
新
渡
後
ほ
ど
な
く
読
ん
で
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
朝
倉
荊
山
の
経
歴
自
体
不
明
な
点
が
多
い
が
、

生
卒
年
か
ら
考
え
て
張
漢
の
回
文
詩
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

張
漢
は
雲
南
石
屏
の
人
。
右
に
引
い
た
「
随
園
詩
話
』
に
依
れ
ば
、
康
煕
五
十
二
年
（
一
七
一
三
）
に
翰
林
院
編
修
に
入
っ
た
張
漢

は
、
乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
に
再
び
翰
林
院
に
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
の
い
ざ
こ
ざ
が
『
随
園
詩
話
」
の
一
つ
の
話
柄
に
な
っ

（
肥
）

て
い
る
。
以
下
、
「
秋
夜
」
回
文
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

翻
翻
影
落
飛
鴻
雁
、
皎
皎
光
寒
静
斗
牛
。
前
路
客
帰
螢
点
点
、
辺
城
夜
火
似
星
流
」
。

秋
夜
回
文
（
表
）

烟
深
臥
閣
草
凝
愁

冷
夢
驚
回
幾
樹
秋

懸
壁
四
山
雲
上
下

隔
簾
一
水
月
沈
浮

翻
翻
影
落
飛
鴻
雁

烟
深
く
閣
に
臥
せ
ば
草
愁
を
凝
ら
す

冷
夢
驚
き
回
れ
ば
幾
樹
の
秋

懸
壁
の
四
山
雲
上
下
し

隔
簾
の
一
水
月
沈
浮
す

翻
翻
と
し
て
影
は
落
ち
鴻
雁
飛
ぶ
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江
戸
時
代
の
安
永
・
天
明
期
に
京
坂
詩
壇
に
お
い
て
詠
物
詩
が
流
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
朝
倉
荊
山
と
交
流
の
あ
っ
た
岡

崎
樺
亭
の
父
嘘
門
の
師
に
当
た
る
龍
草
廠
の
詩
集
「
草
瞳
集
」
は
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
成
っ
て
い
る
が
、
そ
の
五
編
巻
三
に
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
表
」
の
詩
の
韻
字
は
愁
・
秋
・
浮
・
牛
・
流
（
下
平
十
一
尤
）
。
「
裏
」
の
詩
の
韻
字
は
辺
・
前
・
薊
・
懸
・
烟
（
下
平
一
先
）
。

愁秋下浮雁牛点流
凝樹上沈鴻斗点星秋
草幾雲月飛静螢似夜
閣回山水落寒帰火回
臥驚四一影光客夜文
深夢壁簾翻皎路城へ
烟冷懸隔翻皎前辺裏

、－－

辺前皎
城路皎
夜客光
火帰寒
似螢静
星点斗
流点牛

六
、
お
わ
り
に

流
星
は
火
に
似
た
り
夜
城
の
辺

点
点
螢
は
帰
る
客
路
の
前

牛
斗
静
寒
光
皎
皎

雁
鴻
飛
落
影
闘
翻

浮
沈
の
月
水
一
簾
を
隔
て

下
上
の
雲
山
四
壁
懸
か
る

秋
樹
幾
た
び
回
り
て
鷲
夢
冷
や
か
な
り

愁
は
草
閣
に
凝
り
深
烟
に
臥
す

皎
皎
と
し
て
光
は
寒
く
斗
牛
静
か
な
り

前
路
客
は
帰
る
螢
点
点

辺
城
の
夜
火
星
の
流
る
る
に
似
た
り
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龍
草
癒
は
、
詠
物
詩
の
流
行
を
批
判
的
に
見
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
右
の
文
か
ら
逆
に
流
行
の
さ
ま
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
日
本
人
の
手
に
な
る
詠
物
詩
集
も
伊
藤
君
嶺
編
『
日
本
詠
物
詩
」
（
安
永
六
年
刊
）
を
は
じ
め
と
し
て
こ
の
時
期
か
ら
出
版
が
相
次

い
だ
。
そ
の
中
で
、
詠
物
の
対
象
と
し
て
新
奇
な
も
の
を
好
ん
で
詠
み
こ
ん
だ
詩
集
と
し
て
太
田
玩
鴎
の
「
玩
鴎
先
生
詠
物
百
首
」
（
天

明
三
年
刊
）
「
玩
鴎
先
生
詠
物
雑
休
百
首
」
（
寛
政
六
年
刊
）
と
い
う
二
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。
玩
鴎
は
「
廃
筆
帽
（
フ
ル
フ
デ
ノ
サ
ヤ
）
」

「
釜
星
（
ナ
ベ
ズ
ミ
ノ
火
）
」
「
鴬
毛
挺
（
チ
リ
メ
ン
ザ
ヨ
」
「
炭
尖
（
ヤ
キ
フ
デ
）
」
と
い
っ
た
珍
し
い
題
の
詠
物
詩
を
多
数
そ
の
中
に

残
し
て
い
る
の
で
あ
麺
。
そ
こ
に
は
才
気
を
競
い
あ
う
詩
壇
の
成
熟
が
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
江
戸
詩
壇
に
お
い
て
は
市
河
寛
斎
（
一
七
四
九
’
’
八
一
一
○
）
が
天
明
七
年
（
’
七
八
七
）
に
昌
平
鍵
の
啓
事
役
を
辞
職
し
、

以
後
江
湖
詩
社
を
率
い
て
詩
人
の
育
成
と
性
霊
説
に
拠
る
新
し
い
詩
風
の
展
開
に
つ
と
め
た
。
そ
の
活
動
は
、
江
戸
詩
壇
の
詩
風
の
格

（
卯
）

調
派
か
ら
性
霊
説
へ
の
転
化
を
も
た
ら
し
、
文
化
・
文
政
期
の
江
一
戸
詩
壇
の
隆
盛
に
結
実
し
た
。
『
海
内
才
子
詩
」
を
編
ん
だ
柏
木
如

亭
は
大
窪
詩
仏
〈
一
七
六
七
’
一
八
三
七
）
、
菊
池
五
山
（
一
七
六
九
’
一
八
四
九
）
、
小
島
梅
外
（
一
七
七
二
’
一
八
四
一
）
と
と
も

に
江
湖
詩
社
の
四
才
子
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。

菊
池
五
山
の
「
五
山
堂
詩
話
補
遺
」
巻
四
に
は
「
詠
蟻
十
五
韻
」
と
い
う
五
山
自
身
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
余
の
蟻
を
詠
む

十
五
韻
、
孟
子
の
語
を
蕊
括
す
。
実
に
一
時
の
勝
戯
に
出
づ
」
と
言
う
よ
う
に
「
孟
子
」
の
中
に
出
て
く
る
語
句
を
拾
っ
て
十
五
韻
の

（
別
〕

詩
を
な
し
た
所
謂
「
集
句
詩
」
と
い
う
遊
戯
詩
で
あ
る
。

近
年
、
京
師
浪
華
の
二
都
の
白
面
の
諸
生
、
好
み
て
詠
物
の
詩
を
作
る
。
盛
ん
に
し
て
風
を
為
す
。
其
の
作
可
否
有
り
と
錐
も
、

大
氏
醜
随
な
る
も
の
維
多
し
。
恥
ず
べ
き
の
甚
し
き
も
の
な
り
。
夫
れ
球
物
亦
た
一
格
。
識
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
れ
ど
も
偏
に
之

を
好
め
ば
則
ち
大
い
に
風
雅
の
本
色
を
損
す
。
慎
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
。
予
也
た
物
を
鰍
ず
る
を
好
ま
ず
。
偶
々
浪
華
の
某
氏
有
り
。

強
い
て
焉
を
請
ふ
。
是
に
於
い
て
已
む
を
得
ず
、
姑
く
時
好
に
従
ひ
て
火
吹
竹
・
牡
丹
餅
の
二
首
を
味
ず
。
是
れ
所
謂
醜
随
の
魁
な

る
者
な
り
。
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詠
蟻

経
営
（
梁
）
無
所
定
（
滕
）

褒
糧
（
梁
）
争
出
途
（
梁
）

自
西
又
自
東
（
公
）

負
戴
（
梁
）
且
相
扶
（
膝
）

紛
紛
（
滕
）
如
帰
市
（
梁
）

誰
能
遥
其
祖
（
梁
）

後
車
（
滕
）
忽
報
道

当
路
（
公
）
鐙
蛸
姑
（
膝
）

千
万
往
委
）
襲
取
（
公
）

有
似
誌
一
夫
（
梁
）

猟
較
（
万
）
能
幾
許

功
必
（
公
）
与
衆
（
梁
）
倶

進
退
（
公
）
不
失
伍
（
公
）

仮
道
或
於
虞
（
万
）

柿
然
天
下
雨
（
梁
）

平
陸
（
告
）
水
為
汚
（
膝
）

芥
舟
不
病
渉
（
雛
）

従
流
（
梁
）
無
滞
濡
（
公
）

己
同
超
海
（
梁
）
智

将
笑
縁
木
（
梁
）
愚

経
営
定
ま
る
所
無
く

糧
を
裏
み
て
争
ひ
て
途
に
出
づ

西
自
り
し
又
東
自
り
し

負
戴
し
且
つ
相
扶
く

紛
紛
市
に
掃
く
が
如
く

誰
か
能
く
其
の
祖
く
を
過
め
ん

後
車
忽
と
し
て
報
道
す

路
に
当
り
て
は
蛸
姑
を
燈
し

千
万
往
て
製
ひ
取
る

一
夫
を
誌
す
る
に
似
た
る
こ
と
有
り

猟
較
能
く
幾
許
ぞ

功
は
必
ず
衆
と
倶
に
す

進
退
伍
を
失
は
ず

道
を
仮
り
或
い
は
虞
に
於
て
す

流
然
天
雨
を
下
す

平
陸
水
汚
を
為
す

芥
舟
渉
る
に
病
ま
ず

流
れ
に
従
ひ
て
瀞
濡
す
る
こ
と
無
し

己
に
海
を
超
ゆ
る
の
智
を
同
じ
く
し

将
に
木
の
縁
る
の
愚
を
笑
は
ん
と
す
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括
弧
で
示
し
た
（
梁
）
（
膝
）
（
公
）
（
万
）
（
告
）
（
雛
）
は
そ
れ
ぞ
れ
「
孟
子
」
の
梁
恵
王
、
滕
文
公
、
公
孫
丑
、
万
章
、
告
子
、
離

婁
の
篇
名
を
示
す
。
「
孟
子
」
名
篇
か
ら
引
い
た
語
句
は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
物
語
の
力
も
加
え
て
、
詩
の
各
句
を
形
成
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
韻
字
も
途
・
扶
・
祖
・
姑
・
夫
・
倶
・
虜
・
汚
・
濡
・
愚
・
枯
・
迂
・
乎
・
輪
・
徒
（
上
平
七
虜
）
と
巧
み
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。
修
辞
的
な
達
成
の
レ
ベ
ル
が
見
て
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
廻
文
」
詩
と
い
う
遊
戯
的
な
詩
が
朝
倉
刑
山
と
い
う
儒
者
兼
漢
詩
人
に
よ
っ
て
詩
壇
の
片
隅
で
詠
ま
れ
た
背
景
に
は
右
に
挙
げ
た
よ

う
な
詩
壇
の
成
熟
が
与
か
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

瞼
増
而
相
揖
（
雛
）

蕊
樫
掩
（
藤
）
其
枯

有
封
何
不
告
（
告
）

由
路
（
万
）
寧
為
迂

汝
質
錐
微
也
（
万
）

仁
義
性
（
告
）
庶
乎
（
梁
）

無
人
（
公
）
独
隠
几
（
公
）

耳
官
（
告
）
把
奇
輸

堂
下
有
牛
（
梁
）
闇

師
聡
（
雛
）
我
為
徒

増
を
瞼
え
て
相
揖
し

蕊
裡
其
の
柏
を
掩
ふ

封
有
り
て
何
ぞ
告
げ
ざ
ら
ん

路
に
由
る
を
寧
ぞ
迂
と
為
さ
ん
や

汝
が
質
微
な
り
と
錐
も

仁
義
性
庶
か
ら
ん
か

人
無
く
ぱ
独
り
几
に
隠
り

耳
官
奇
を
把
て
輪
す

堂
下
牛
の
闇
ふ
こ
と
有
ら
ば

師
聡
我
徒
と
為
す
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（
９
）
「
回
文
類
聚
」
巻
二
所
収
の
錐
中
図
は
円
盤
状
の
図
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
盤
中
詩
」
末
尾
の
「
当
従
中
央
周
四
角
」
と
い
う
表
現
に
従
え

ば
、
方
盤
で
あ
っ
た
可
能
性
も
出
て
く
る
。
「
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
の
「
回
文
類
聚
」
の
項
目
で
は
「
実
方
盤
而
非
円
盤
」
と
説
く
。

両
）
詩
余
（
詞
）
の
回
文
は
、
「
落
花
間
院
春
杉
薄
、
薄
杉
春
院
間
花
落
、
遅
日
恨
依
依
、
依
依
恨
日
遅
／
夢
回
鴬
舌
弄
、
弄
舌
鴬
回
夢
、
郵
便

間
人
蓋
、
麦
人
間
便
郵
」
（
蘇
斌
、
菩
薩
蛮
「
間
情
」
）
の
よ
う
に
二
句
ず
つ
が
回
文
の
表
と
裏
の
関
係
で
連
続
し
て
ゆ
く
形
式
、
「
馬
越
香
微

路
違
、
沙
篭
月
淡
煙
斜
、
渡
波
清
徹
瑛
研
華
、
倒
緑
枝
寒
鳳
掛
／
掛
鳳
寒
枝
緑
倒
、
華
研
瑛
徹
清
波
渡
、
斜
煙
淡
月
篭
沙
、
違
路
微
香
越
馬
」

（
蘇
軟
、
西
江
月
「
詠
梅
」
の
よ
う
に
前
闇
と
後
闇
が
全
く
回
文
の
表
と
裏
の
関
係
に
な
る
形
式
、
「
傾
城
一
笑
得
人
留
、
舞
罷
矯
蛾
散
黛
愁
、

明
月
宝
鱗
金
絡
臂
、
翠
填
花
珂
碧
掻
頭
／
晴
雲
片
雪
腰
肢
鰯
、
晩
吹
微
波
眼
色
秋
、
清
露
庭
皐
芳
草
緑
、
軽
緒
柔
掛
玉
簾
釣
」
（
郭
従
範
、
端

鶴
嶋
「
席
上
」
の
よ
う
に
全
体
を
通
し
て
回
文
の
表
と
裏
に
な
る
形
式
な
ど
詞
牌
に
よ
っ
て
形
式
が
異
な
り
、
複
雑
で
あ
る
。

（
６
）
文
淵
閣
本
の
「
補
逝
」
に
職
せ
る
作
品
は
作
者
名
の
不
同
の
問
題
は
あ
る
が
、
全
て
覚
臓
文
庫
本
の
中
か
ら
拾
う
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
、

達
磨
と
唐
大
帝
の
「
回
文
」
の
後
に
減
せ
る
二
図
に
関
す
る
一
文
（
「
補
遺
」
三
葉
表
）
の
み
覚
臓
文
庫
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
７
）
足
響
流
伝
、
至
今
原
本
催
寧
、
止
有
明
張
之
象
轍
訂
駆
梓
一
峡
行
世
。
但
鏑
刻
縦
草
墹
益
掛
漏
、
史
以
明
代
作
入
於
宋
人
纂
輯
之
内
、
共

洲
非
宜
是
。
以
悉
佃
桑
氏
原
本
、
附
以
所
轍
達
磨
唐
宗
二
図
、
亜
鍍
諸
木
。
非
有
利
事
更
張
。
惟
欲
一
遡
前
人
之
本
来
面
目
而
己
。
（
覚
廠
文

庫
本
「
回
文
類
聚
」
原
筋
、
朱
象
畷
「
回
文
類
聚
序
」

（
８
）
寳
禰
妻
蘇
氏
、
始
平
人
也
。
名
葱
、
字
若
蘭
。
善
属
文
。
浴
、
符
堅
時
為
秦
州
刺
史
、
被
徒
流
沙
。
蘇
氏
思
之
、
織
錦
為
週
文
旋
図
詩
以

贈
稻
。
宛
転
循
環
以
読
之
。
詞
甚
棲
椀
、
凡
八
百
四
十
字
、
文
多
不
録
。
（
「
晋
書
」
列
女
伝
）
。
な
お
「
八
百
四
十
字
」
は
「
八
百
四
十
一
字
」

（
１
）
属
者
太
史
菊
坂
安
倍
公
、
命
柏
如
亭
纂
輯
海
内
名
人
之
詩
。
几
若
干
巻
。
皆
就
其
所
目
録
編
列
、
不
敢
簡
択
之
。
蓋
恐
失
其
本
色
也
。
（
村

瀬
拷
亭
「
海
内
才
子
詩
序
」

（
２
）
繍
梓
功
畢
、
己
在
八
九
年
前
。
如
亭
山
人
遊
歴
四
方
、
在
京
日
少
。
偶
来
亦
席
不
及
媛
。
以
故
未
能
校
定
。
去
秋
七
月
、
山
人
僕
然
下
世
。

於
是
余
校
正
之
、
以
公
四
方
。
疎
漏
散
脱
、
祖
者
勿
尤
之
。
（
鈴
木
竹
彼
「
海
内
オ
子
詩
例
言
」
）

（
３
）
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
（
小
学
館
）

（
４
）
正
岡
子
規
「
分
類
俳
句
全
集
」
第
十
二
巻
（
ア
ル
ス
刊
、
昭
和
四
年
）
よ
り
引
い
た
。
子
規
は
「
丙
号
分
類
、
形
式
的
並
実
質
的
、
廻
文
」

の
中
に
こ
の
句
を
含
め
計
百
三
句
の
回
文
俳
句
を
集
め
て
い
る
。

（
５
）
昨
閲
四
庫
館
進
呈
書
、
有
朱
存
孝
編
輯
回
文
類
聚
補
遺
一
種
、
内
載
美
人
八
詠
詩
、
詞
意
蝶
押
、
有
乖
雅
正
・
・
・
（
略
）
・
・
・
朕
輯

四
庫
全
書
、
当
採
詩
文
之
関
世
道
人
心
者
。
若
此
等
詩
句
、
豈
可
以
体
近
香
奮
概
行
採
録
。
所
有
美
人
八
詠
詩
、
箸
即
行
撤
出
（
文
淵
閣
本

へ

注
一

と
あ
る
べ
き
か
。

四
庫
全
書
、
当
採
詳

「
回
文
類
聚
」
上
諭
）
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（
ｕ
）
「
四
言
」
回
文
詩
に
つ
い
て
は
「
回
文
類
聚
」
以
外
の
文
献
に
見
え
な
い
。
逢
欽
立
輯
校
「
先
秦
漢
魏
南
北
朝
詩
」
は
賀
道
慶
の
作
と
し
て

「
藝
文
類
聚
」
巻
五
十
六
に
載
せ
る
離
合
詩
一
首
を
収
め
る
の
み
で
あ
る
。
「
春
遊
」
回
文
詩
に
つ
い
て
は
「
蕊
文
類
聚
」
巻
五
十
六
に
斉
の

王
融
（
四
六
七
’
四
九
三
）
の
作
と
し
て
載
せ
る
。
逆
欽
立
輯
校
「
先
秦
漢
魏
南
北
朝
詩
」
も
そ
れ
を
襲
う
。

（
皿
）
晋
傅
威
有
回
文
反
覆
詩
二
首
云
、
反
覆
其
文
者
以
示
憂
心
展
転
也
。
悠
悠
遠
邇
（
我
）
独
禁
篭
是
也
。
由
是
反
覆
興
潟
。
晋
温
峨
有
回
文

虚
言
詩
云
、
寧
神
静
泊
、
損
有
崇
亡
。
由
是
回
文
與
焉
。
（
「
全
唐
詩
」
巻
六
百
十
六
）
。
な
お
、
「
回
文
類
聚
」
巻
一
の
「
轆
磯
図
孜
異
」
に

こ
の
皮
日
休
「
雑
体
詩
序
」
は
引
か
れ
て
い
る
。
傅
威
の
詩
の
「
我
」
の
字
は
そ
れ
に
よ
り
補
っ
た
。

Ｅ
）
橘
在
列
。
詩
名
高
世
。
亦
闘
系
譜
。
源
順
嘗
師
事
焉
。
在
列
後
為
僧
、
更
名
尊
敬
。
亡
後
順
為
輯
遺
稿
名
敬
公
集
。
今
存
者
小
作
数
篇
己

（
江
村
北
海
「
日
本
詩
史
」
巻
二

面
）
筒
有
儀
「
哀
牧
研
究
」
（
文
史
哲
出
版
社
、
中
華
民
国
七
十
七
年
）

Ｅ
）
大
庭
脩
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
」
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
昭
和
四
十
二
年
）

Ｂ
）
神
谷
束
渓
編
並
点
「
随
圃
詩
話
」
巻
六
・
な
お
、
そ
こ
で
作
者
名
を
張
漢
年
と
し
て
い
る
の
は
、
も
と
も
と
「
名
漢
。
年
七
十
余
、
重
入

詞
館
」
の
「
年
」
の
字
を
名
の
一
部
と
し
た
誤
り
で
あ
る
。

（
Ⅳ
）
揖
斐
高
「
江
戸
詩
歌
論
」
第
一
部
第
三
章
、
性
霊
論
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
昭
）
姜
亮
夫
「
歴
代
名
人
年
里
碑
伝
総
表
」
（
台
湾
商
務
印
書
館
、
中
華
民
国
五
十
四
年
）
に
依
れ
ば
、
張
漢
は
康
煕
十
九
年
二
六
八
○
）
に

生
ま
れ
、
乾
隆
二
十
四
年
（
一
七
五
九
）
に
没
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
乾
隆
元
年
に
五
十
七
歳
で
あ
る
は
ず
で
「
随
園
詩
話
」

の
「
年
七
十
余
、
重
入
詞
館
」
は
年
齢
が
合
わ
な
い
。
徐
世
昌
編
「
晩
清
簿
詩
腿
」
巻
七
十
一
に
は
張
漢
の
「
秋
夜
」
回
文
を
含
む
三
首
の

詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
小
伝
に
「
張
漢
、
字
月
嵯
、
石
屏
人
。
康
煕
癸
巳
進
士
、
改
庶
吉
士
、
授
検
討
、
遷
河
南
知
府
。
乾
隆
丁
巳

補
試
博
学
鴻
詞
、
復
授
検
討
、
遷
御
史
」
と
あ
る
。
併
せ
て
「
月
桂
守
河
南
、
行
県
過
宜
陽
、
有
廿
業
砦
、
因
補
植
巣
十
三
本
以
存
古
蹟
、

一
時
題
詠
甚
衆
。
既
罷
帰
、
復
挙
大
科
重
入
詞
館
、
年
七
十
余
美
。
改
謙
譲
、
乞
帰
。
胡
稚
威
為
序
送
行
、
称
其
「
夷
直
茂
厚
過
中
州
士
大

夫
」
云
」
と
い
う
詩
話
を
載
せ
る
。

（
⑬
）
停
雲
会
同
人
箸
「
玩
鴎
先
生
詠
物
百
首
注
解
」
（
太
平
書
屋
、
平
成
三
年
）
、
堀
川
賞
司
「
太
田
玩
鴎
の
詠
物
詩
－
－
十
八
世
紀
後
半
京
都

詩
蝋
一
斑
ｌ
」
（
颪
譜
と
国
文
学
」
平
麟
三
年
七
月
島
東
京
大
学
鬮
譜
国
文
学
会
一
参
蝿

（
辺
揖
斐
高
「
江
戸
詩
歌
論
」
第
一
部
第
一
章
、
漢
詩
の
隆
盛
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
皿
）
集
句
詩
に
つ
い
て
は
何
文
選
「
雑
体
詩
釈
例
」
第
五
章
、
集
句
体
（
中
文
大
学
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。
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